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はじめに

JFAグラスルーツ宣言 2014年5月15日

日本サッカー協会（JFA）は、今まで組織的に障がい者サッ
カーに取り組んでいませんでした。障がい者スポーツが
一般のスポーツと異なり、医療の面からとらえられて厚
生労働省の管轄であったこと、また組織同士の関係が構
築されていなかったこと等の要因で、向き合いにくい状
況がありました。
そのような中で、スポーツ基本法に障がい者のスポーツ
参加が言及されたこと、スポーツ庁の設置が決まり、文
部科学省が障がい者スポーツも管轄するようになるこ
と、そして、2020東京オリンピック・パラリンピック開
催が決定し、日本でパラリンピックが開催されるように
なったことなど様々な社会的な変化がありました。
また、海外では既に、サッカー協会が障がい者サッカー
に取り組む先進的な事例が存在していました。
一方、JFAが直接関わることはありませんでしたが、こ
れまでも国内で様々な障がい者サッカーが楽しまれてお
り、全国レベルで活動が行われていました。
JFAは 2014年5月に「JFAグラスルーツ宣言」を発表し、
“サッカーをもっとみんなのものへ ”、年齢、性別、障が
い、人権などに関わりなく、誰もが、いつでも、どこでも、
身近でサッカーにアクセスできる環境の整備に取り組む
ことを明言しました。
サッカーの持つすばらしさをもっともっと多くの人と分
かち合い、育むために、2016年4月1日に設立された日
本障がい者サッカー連盟と共に、7つの団体とのより良
い関係を構築し、サッカーファミリーと共に障がい者サッ
カーを推進したいと考えています。
「サッカーなら、どんな障害も超えられる。」
サッカーを通じて、社会にある “障害 ”を超え、心豊か
な社会を実現していきましょう！
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JFAと障がい者サッカー団体を繋ぐ、中間支援組織です。

日本障がい者サッカー連盟（JIFF）は７つの障がい者サッカー団体の集合体です。
日本サッカー協会（JFA）の加盟団体であり、JFAと協働し、７つの障がい者サッカー
団体の活動をサポートする中間支援組織です。

理念とビジョン

【普 及】障がい者サッカーの普及に努め、社会
に根付いたものとなることで、誰でも、いつでも、
どこでもスポーツを楽しめる環境を創りあげる。
【強 化】障がい者サッカーの強化に努め、日本
代表が世界で活躍することで、人々に勇気と希
望と感動を与える。
【組 織】健全な組織の構築に努め、社会的責任
を果たしていくことで、障がい者サッカーの価
値を向上する。

理念

広くサッカーを通じて、障がいの有無に関わらず、誰もが
スポーツの価値を享受し、一人ひとりの個性が尊重される
活力ある共生社会の創造に貢献する。

日本障がい者サッカー連盟

一般社団法人 日本障がい者サッカー連盟
Japan Inclusive Football Federation (JIFF)
〒113-8311東京都文京区サッカー通り JFAハウス
TEL : 03-3818-2030    FAX : 03-3830-7760
Eメール : jiff_staff01@jfa.or.jp
■ 公式WEBサイト
http://www.jiff.football

ビジョン

日本障がい者サッカー連盟（JIFF）の活動内容

日本アンプティ
サッカー協会
切断障がい

日本ソーシャル
フットボール協会
精神障がい

日本知的障がい
者サッカー連盟
知的障がい

日本電動車椅子
サッカー協会
電動車椅子

日本CP
サッカー協会
脳性麻痺

日本ブラインド
サッカー協会
視覚障がい

日本ろう者
サッカー協会
聴覚障がい

日本障がい者サッカー連盟

日本サッカー協会

加盟団体

JFAに加盟
（関連団体） 連携窓口

サポート意見集約

【機能・役割】
❶ JFAとの連携窓口
❷ 各団体の意見取りまとめ・調整
❸ 障がい者サッカー・スポーツの発展に
向けた施策の企画・立案・実施
❹ 各団体の連携強化に向けた取り組みの
実施

サッカーなら、どんな障害も越えられる。

活動内容

❶  相談窓口 障がい者サッカーに関する相談専用窓口
TEL：03-3818-2013（平日 13時～17時）

❷  ボランティアによるサポート 公益財団法人日本ケアフィット共育機構と業務提携し、障がい
者サッカーの大会運営等をサポート

❸  情報発信 JIFFのHPや JFAの情報発信ツール等を通じて随時障がい者サッ
カーの情報を発信

❹  JIFFパートナー制度
JIFFの理念や活動に共感いただいた企業と共に、サッカーを通
じて、障がい者と健常者が混ざり合う社会を築いていくための
パートナー制度

❺  JIFF補助金制度
JIFFパートナーの協賛金や寄付等を原資とし、障がい者サッカー
7団体の組織基盤強化や障がい者サッカーの強化・普及のため
の活動費用を補助する制度

❻  普及・啓発イベント

① インクルーシブフットボールフェスタの開催
　・健常児と障がい児のまぜこぜチームでサッカーを楽しむ
　・障がい者サッカー体験会
②  Warm Blue Dayへの参加
世界自閉症啓発デー（4/2）に合わせて開催されるWarm 
Blue Day（障がい者やマイノリティの人達が安心して暮ら
せるまぜこぜの社会を目指す活動）に参加
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国内の普及
日本でのアンプティサッカーの歴史は比
較的浅く、2008年に元アンプティサッ
カーブラジル代表の日系３世エンヒッキ・
松茂良・ジアスが来日したことをきっか
けに、普及活動が開始されました。その後、
義肢装具士らの呼びかけのもと、日本初
のアンプティサッカークラブ FCガサルス
が立ち上げられました。2009年には日本
アンプティサッカー協会も設立されまし
た。普及が始まったばかりで国内の競技
人口は非常に少ない状況ではありました

経緯
1980年代にアメリカ人の切断障害者であ
るドン・ベネット氏が偶然ボールを蹴るこ
とによりこの競技を思いつき、以降アメ
リカ軍負傷兵のリハビリの一環として採
用されたことから一気に普及が進みまし
た。特に経済的に恵まれない国々におい
ても受け入れ易く、特に紛争の多い地域
では四肢を欠損した兵士や民間人の身体
的リハビリやメンタルヘルスケアにも一
役買っています。現在、世界では 40ヶ国
以上に普及しています。

 ルール
【人 数】7人
【試合時間】25分ハーフ
【ピッチサイズ】国際基準 60m×40m
【ゴールサイズ】 5m×2.15m（少年サッ
カー用ゴール）
【用 具】フィールドプレイヤーは 2本
のクラッチを使用してプレーします。
これはアンプティサッカー専用の特別
な器具ではなく、主にロフストランド
クラッチと呼ばれる医療用補助器具を
使用します。選手達にとってこのク
ラッチは腕と同じ扱い。プレー中この
クラッチで故意にボールを触れると
「ハンド」となります。クラッチを軸足
にして振り子のように体を揺らしてパ
スやシュートを行います。

【その他】
● フィールドプレーヤーは移動
のためにクラッチを使用するが、
このクラッチをボール操作に使
用することはできない。故意に
触れた場合はハンドとなる。
● フィールドプレーヤーは転倒
した状態でボールを蹴ることは
できない。
● ゴールエリアなし、オフサイドなし、ゴー
ルキーパー以外は自由交代
● スローインではなくキックインとなる。
● ゴールキーパーはペナルティエリアから出
ることができない。

 対象者
FP：下肢切断者もしくは下肢に障がい
のある者
GK：上肢切断者もしくは上肢に障が
いのある者
【クラス分け】なし

アンプティサッカーを知ろう！

アンプティサッカー（amputee soccer=切断者サッカー）とは、

主に上肢または下肢の切断障がいを持った人々により行われるサッ

カーです。

従来のような障がい者スポーツに必要とされた専用器具を必要とせ

ず、日常の生活やリハビリ医療目的で使用しているクラッチ（主に

ロフストランドクラッチ）で競技を行うため、足や手に障がいを持

つ人々にとっては最も気軽に楽しめるサッカーです。

上肢または下肢の切断障がいを持った人々のサッカーです。

アンプティサッカー
（切断障がい）

が、2010年第 8回ワールドカップアルゼ
ンチン大会へ出場しました。
　その後同年には神奈川・静岡を拠点
とするTSA FCの設立を皮切りとして、
2011年には九州地区、2012年には関西・
中部地区、続く 2013年には広島におい
て中国地区初のチーム、川崎に、さらに
2014年には北海道地区、千葉にチームが
設立されました。2017年4月現在、日本
には全国各地に9つのアンプティサッカー
チームが活動しており、プレーヤーの数
も 90人を超えるほどになっています。

クラッチ
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特定非営利活動法人日本アンプティサッカー協会
〒101-0021東京都千代田区外神田 5-4-3PCビル
Eメール : support@j-afa.jp

■ 公式WEBサイト
http://j-afa.jp
■ 公式 Facebook
https://www.facebook.com/JapanAmputeeFootball
■ 公式ツイッター
https://twitter.com/jamputees

DATA
競技人口 100
指導者ライセンス制度 なし
審判ライセンス制度 なし
登録制度 あり 登録者：150名　登録チーム：9チーム

地域  支部  大会 支部 チーム 選手 大会
北海道   北海道 1 6

東北

東日本

青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島

関東

茨城
栃木
群馬
埼玉 1 6
千葉 1 11
東京 1 20
神奈川 1 10
山梨

北信越

長野
新潟
富山
石川
福井

東海

西日本

静岡 1 10
愛知
三重
岐阜

関西

滋賀
京都
大阪 ○ 1 15
兵庫
奈良
和歌山

中国

九州

鳥取
島根
岡山
広島 1 11
山口

四国

香川
徳島
愛媛
高知

九州

福岡
佐賀
長崎
熊本
大分 1 11
宮崎
鹿児島
沖縄

国際大会
■ アンプティサッカーワールドカップ
日本代表チームは 2010年第8回ワールドカッ
プアルゼンチン大会に初出場しました。続いて
2012年ロシア大会、そして 2014年に開催され
たメキシコ大会では、予選グループＥ組を全勝
で突破し、決勝トーナメントでは惜しくもアフ
リカの強豪アンゴラに 0-1で敗れましたが、こ
れまで出場したワールドカップ中では飛躍的な
好成績をあげ、日本代表チームの目覚ましい成
長に各国より大きな称賛を受けました。

■ AMPFUTBAL CUP 2017 
第 6 回国際アンプティサッカートーナメント ポーランド大会

2017年 6月にポーランド ワルシャワ市で開催
された 6カ国対抗戦にヨーロッパ以外のチーム
として初めて招待され、グループリーグ 2位、
決勝トーナメントで優勝チームのイングランド
に敗れましたが、3位決定戦でアイルランドを
破り、第 3位を獲得しました。また、大会Ｍ
ＶＰに日本代表チームの萱島比呂選手が選出さ
れ、チームの成績とともに日本のアンプティサッ
カーのレベルの高さを示すことができました。

国内大会
■ 日本アンプティサッカー選手権大会
国内に3チームが設立されたことを受け、2011
年12月3日に日本で初めてとなる公式戦「第
１回日本アンプティサッカー選手権大会」が川
崎市フロンタウンさぎぬまで開催されました。
FCガサルス、TSA FC、FC九州バイラオール
の全 3チームが参加し、総当り方式で大会が行
われ、2勝をあげた FCガサルスが初代日本ア
ンプティサッカー選手権大会チャンピオンの座
に輝きました。2015年からは会場を富士通ス
タジアム川崎（川崎市）に移し、毎年秋に開催
されています。

■ レオピン杯 copa amputee（2014～）

2014年に西日本での普及振興を目的に、大阪に
て冠大会として開催されました。2016年の大
会からは会場を花博記念公園鶴見緑地球技場に
移し、毎年春に開催されています。

6 7サッカーをもっとみんなのものへ
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正式種目となりました。1988年のソウル
パラリンピックから 2016年リオパラリン
ピックまで、 正式種目として、年々、 競技
国数は増え、競技レベルは向上してい ま
す。残念ながら、 2020年東京パラリンピッ
ク種目からは外れてしまいましたが、 現在
は、 2024年のパラリンピック種目への復
活を目指しながら、「イ ンターナショナル
カップ」、「地域大会（ヨーロッパ選手権、
全米選手権、 アジア大会）」、「世界選手権」
に加えて、U-19の世界選手権、 大陸予選
も開催されています。
■ インターナショナルカップ
■ アジアパラ競技大会
■ 世界選手権

国内大会
■ 全日本選手権大会

CPサッカーは
国際的なスポーツです。

IFCPF（International Federation of CP Football）

CPサッカーの国際大会は、IFCPFが統括
しています。IFCPFは 2015年1月1日に発
足。1978年に設立された脳性麻痺、脳外
傷、脳卒中のスポーツ選手のための国際
的な統括団体・CPISRA（Cerebral Palsy 
International Sports and Recreation 
Association）から独立した統括団体です。 
■ IFCPFホームページ：
http://www.ifcpf.com
国際大会
1982年に、初の世界選手権大会が開催さ
れ、1984年のパラリンピック・ニュー
ヨーク大会で、初めてパラリンピックの

 ルール
【人 数】7人
【試合時間】30分ハーフ
【ピッチサイズ】70 m×50 m
【その他】
● オフサイドなし
● スローインは、
片手でボールを下
から投げ入れてもよい。ただし、下か
ら投げ入れる場合、ボールはすぐにグ
ラウンドに接してなければならない。
● 再スタートのとき、対戦相手のチーム
の選手は、最低７ｍはボールから離れる。

 対象者
脳性まひ、脳卒中、脳外傷など、何ら
かの原因による脳の損傷によって運動
機能障がいがある者（両麻痺、片麻痺、
四肢麻痺）で、自力で歩く、走ること
ができる者（杖の使用は不可）
【クラス分け】障がいのタイプ、程度
により、４つのクラスに分類される。
FT5：両下肢に麻痺
FT6：四肢に麻痺
FT7：半身に麻痺
FT8：ごく軽度の麻痺
※ 試合中、常にFT5またはFT6の選手2人以上を出
場させる。いない場合は、6人で試合をする。FT8
の選手は最大１人までプレーできる。

脳性まひ者７人制サッカーを知ろう！

CPサッカー（脳性まひ者７人制サッカー）は、比較的軽度の脳性

まひ選手がプレーできるように考案された7人制サッカーで、立っ

た状態で行う脳性まひスポーツの中では唯一の団体競技です。

フィールドが11人制サッカーより小さく、オフサイドがない、片

手で下から投げるスローインが認められていること以外は、11人

制サッカーとほぼ同じルールで行われます。

プレーヤーの障がいは人それぞれのため、お互いの障がいを理解

したプレーが求められ、

チームワークがとても

重要なスポーツです。

比較的軽度の脳性まひ選手がプレーできるように
考案された 7人制サッカーです。

C Pサッカー
（脳性麻痺）

98 サッカーをもっとみんなのものへ



障
がい

者サッカー

一般社団法人日本CPサッカー協会
〒107-0052東京都港区赤坂 1-2-2日本財団ビル 4階
日本財団パラリンピックサポートセンター内
TEL : 03-6229-5436   FAX : 03-6229-5420
Eメール : info@jcpfa.jp

■ 公式WEBサイト
http://jcpfa.jp/
■ 公式 Facebook
https://www.facebook.com/jcpfa

地域  支部  大会 支部 チーム 選手 大会
北海道   北海道 1

東北

青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島

関東

茨城
栃木
群馬
埼玉 1 13
千葉 7
東京 1 11
神奈川 2 15
山梨

北信越

長野
新潟 2
富山 1
石川
福井

東海

静岡 2
愛知 5
三重 2
岐阜 1 2

関西

滋賀 1
京都 1
大阪 1 10
兵庫 1 11
奈良
和歌山

中国

鳥取
島根
岡山
広島 1
山口

四国

香川
徳島
愛媛
高知

九州

福岡
佐賀
長崎
熊本
大分 2
宮崎
鹿児島
沖縄 1 5

DATA
競技人口 約 200名
指導者ライセンス制度 なし
審判ライセンス制度 なし
登録制度 あり 登録者：92名　登録チーム：8チーム
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医療機関や施設に関係なく地域単位で構
成されたクラブチームなど、さまざまな
形で活動が広がり、精神疾患／精神障が
いのある人々を中心に構成されるチーム
数は、全国で160を超えるに至っています。
フットボールを通して、人との信頼関係
を築き、自信を培い、夢や希望を実現す
る力を獲得できると考えます。精神障が
い者のフットボールを推進して行くこと
でそれらを実現するため、日本ソーシャ
ルフットボール協会を設立しました。

これまでの経緯
「こころの病」に対するフットボールを用
いた本格的な取り組みは、精神障がい者
のフットサル大会という形で、2007年
に大阪から始まりました。大阪での取り
組みはたちまち全国に波及し、各地域の
Jリーグ加盟チームや地域のスポーツ団
体などの協力を得ながら、精神疾患／精
神障がいのある人々を対象とした種々の
フットサルイベントが開催されるように
なりました。精神医療機関や障がい者支
援施設に拠点を置くチームだけではなく、

 ルール
基本的には国際サッカー連盟の競技規
則に準拠するが、以下の特別ルールを
採用している。
【その他】
● 競技形態はフットサル
● 女子選手を含む場合に限り、最大6
人がコートに立つことができる。
● 女子が2人以上でも、最大6人で試
合を行う。
● 試合時間、ピッチの広さは大会ごと
に規定

 対象者（全国大会参加資格）

１）以下の要件全てを満たし、スポー
ツマンシップに則って大会に参加でき
る者
２）精神疾患／精神障がいのため医療
機関で継続的に治療を受けている者

３）WHOの国際診断基準「 ICD-10精
神および行動の障害」のうち、F2ま
たはF3に該当する者を中心とするが、
他の精神疾患 /精神障がいも妨げない
４）毎年4月1日現在、13歳以上の精
神障がい者で、以下㋐～㋒のいずれか
を提示できる者
㋐ 精神保健及び精神障害者福祉に関
する法律（昭和25年法律第123号）第
45条の規定により、精神障害者保健福
祉手帳の交付を受けた者
㋑ 障害者自立支援法の自立支援医療制
度を利用している者
㋒ 精神科を継続的に受診しており、
主治医より通院証明書の発行が得ら
れる者
【クラス分け】なし

精神障がい者サッカーを知ろう！

「ソーシャルフットボール」の名称は、イタリアで行われている

calciosociale（英訳 social football）に由来します。

年齢・性別・人種・貧困・家庭環境・障がいなど、あらゆる違い

を超えて社会連帯を目指したフットボール文化です。2011年に

日本の精神障がい者フットサルチームが初の海外遠征をした際に

calciosocialeに触れ、その理念に敬意を表して協会名としました。

現在はルールを一部修正したフットサルとして、各地で普及が進

んでいます。

「ソーシャルフットボール」と呼ばれます。

ソーシャルフットボール
（精神障がい）
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特定非営利活動法人日本ソーシャルフットボール協会
〒162-0823 東京都新宿区神楽河岸 1-1　
東京ボランティア・市民活動センター メールボックス No.66
Eメール : info@jsfa-official.jp

■ 公式WEBサイト
http://jsfa-official.jp/ 
■ 公式ブログ
http://ameblo.jp/jsfa-infomation/

DATA
競技人口 約 2,000 名
指導者ライセンス制度 なし
審判ライセンス制度 なし
登録制度 あり

地域  支部  大会 支部 チーム 選手 大会
北海道   ○ 北海道 18 200 ○

東北
○

青森 4 60 ○
岩手 2 20 ○
宮城 6 50 ○
秋田
山形 2 25 ○
福島

関東 ○

茨城 1 8
栃木 1 10
群馬 1 10
埼玉 10 120 ○
千葉 8 150 ○
東京 25 250 ○
神奈川 5 50 ○
山梨 3 33 ○

北信越 ○

長野 1 10 ○
新潟 1
富山
石川 1 10
福井

東海 ○

静岡 2 21 ○
愛知 13 110 ○
三重 2 31 ○
岐阜 1 6

関西 ○

滋賀 1
京都 2 50 ○
大阪 ○ 17 300 ○
兵庫 5 70 ○
奈良 1 12 ○
和歌山

中国 ○

鳥取 2 30
島根
岡山 1 15
広島 1
山口

四国 ○

香川 1 15
徳島 1 17 ○
愛媛 1 20 ○
高知 1 13 ○

九州 ○

福岡 6 70 ○
佐賀 1 12 ○
長崎 2 25 ○
熊本 5 45 ○
大分
宮崎
鹿児島 1 10
沖縄 1 10

国際的な取り組みの実現に向けて
2013年10月に、ここ日本で第１回精神
障がい者スポーツ国際シンポジウム・会
議が開催され、日本を含む、精神障がい
者スポーツを推進する世界8カ国が一堂
に会しました。参加国を対象にした調査
結果によれば、8か国すべてにおいて実施
されたスポーツはサッカー（フットボール）
でした。このため、精神障がい者スポー
ツの国際化のモデルとしてサッカー（フッ
トボール）を推進し、国際親善大会の開催
に向け、各国がそれぞれ努力することで
合意し、精神障がい者スポーツの国際化
が始まりつつあります。 

国際大会
2016年2月26～28日、大阪のJ-GREEN
堺にて、第１回ソーシャルフットボール国
際大会が開催されました。日本・イタリア・
ペルーの代表チームと大阪選抜の４チーム
が出場し、日本代表が初代チャンピオンに
輝きました。

国内大会
北海道チャンピオンズカップ・IFリーグ・
バリアフリーフットサルフェスティバル・
道東フットサル交流会（北海道）・カラーズ
カップ・津軽地域精神障がい者フットサ
ル交流会（青森）・レガーメカップ（岩手）・
東北北海道大会・千葉コルツァカップ（千
葉）・Ｓリーグ（埼玉）・横浜ＦＣヨコハマぽ
るとカップ（神奈川）・関東大会 ・ガンバ大
阪スカンビオカップ（大阪）・関西大会、伏
見龍馬カップ（京都）・九州・四国スカンビ
オカップ　など
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 ルール
【人 数】11人
【試合時間】国際試合は45分ハーフ
【ピッチサイズ】一般的なサイズと同じ
【その他】競技そのものは皆さんが楽
しんでいるサッカーと何ら変わりませ
ん。コミュニケーションや戦術理解、
判断力などの指導に工夫が必要です。

国際大会
「もうひとつのワールドカップ」

INASサッカー世界選手権大会が、1994
年にオランダで初めて開催され、オリン
ピックとパラリンピックのように、FIFA
ワールドカップ開催年に同じ開催国で行
われる、4年に1度の祭典となっています。
この世界選手権を「もう一つのワールド
カップ」と呼んでいます。2002年には日
本開催。昨年 2014年にはブラジル大会に
出場し、初のベスト4という好成績をお
さめました。

国内大会
■ 全日本選手権
■ 地域トレセン対抗戦
■ 高校生年代の選手権

知的障がい者がプレーするサッカーです。

日本国内においては約5,500名のプレイヤーがおり、それぞれの

力量により楽しんでいます。

ルールは皆さんがご存知の FIFAサッカールールと全く同じです

が、発達障がいの程度により試合時間が30分ハーフになったり

します。国際試合などは45分ハーフで戦います。激しい攻防や

スピードに乗ったドリブルなど見どころはたくさんあります。

知的障がい者は「ひたむき」なサッカーをします。

いわゆる汚いプレーがほとん

どなく、心洗われる爽やかさ

があるサッカーです。

ぜひ一度ご覧になってみてく

ださい。

知的障がい者がプレーするサッカーです。

 対象者
知的障がい者
【クラス分け】なし

特徴

知⊛障がい者サッカーを知ろう！

　　　全国に特別支援学校・学級網が発達していること、サッカーの面では国体
の後に開催される全国障害者スポーツ大会の競技種目となっていることから、全
国に広く発達している競技です。国体を契機に取り組みが開始する都道府県も少
なくありません。

知的障がい者
サッカー

知
的
障
が
い
者

サ
ッ
カ
ー

04

INAS（アイナス）
国際知的障害者スポーツ連盟

知的障がい者がすべてのレベル（競技から
レクリエーションまで様々な段階）のス
ポーツ活動に参加する権利を保障するこ
と、およびスポーツによる知的障がい者
自身の成長と地域社会との交流（社会参加
推進）の促進を目的として、1986年にオ
ランダで設立されました。2000年の時点
で、正式加盟国は60の国と地域、準加盟
国は26の国と地域におよぶ、知的障がい
者のスポーツ振興、講習会やセミナーの
開催、国際競技規則の確立、記録の管理、
知的障がい者の社会参加推進などさまざ
まな活動に努めています。
■ INASホームページ：
http://www.inas.org
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地域  支部  大会 支部 チーム 選手 大会
北海道  ○  ○ 北海道 ○ 22 444

東北
○ ○

青森 2
岩手 ○ 26
宮城 2
秋田 ○ 124
山形
福島 4 79

関東 ○ ○

茨城 ○ 23 400 ○ 県内大会、支援学校大会
栃木 1 26 ○ サッカースクール
群馬 5 110
埼玉 20 350 ○ 県内大会
千葉 ○ 10 118 ○ 県内大会、県内交流大会、支援学校大会

東京 ○ 20 455 ○ 都内大会、支援学校大会、フットサル大会、
サッカー教室、もうひとつの選手権予選

神奈川 ○ 29 442 ○ 県内大会、県内交流大会、支援学校大会、横浜市大会
山梨 1 20

北信越

長野
新潟
富山
石川
福井

東海 ○ ○

静岡 ○ 8 600 ○ 高校生年代の選手権（全国規模）、交流大会（全国規模）
愛知 ○ 6 355
三重 ○ 194
岐阜 ○ 130 ○ 全日本選手権（全国規模）

関西 ○ ○

滋賀 3 63
京都 1 50
大阪 ○ 1 420 ○ 地域トレセン対抗戦（全国規模）
兵庫 ○ 4 500
奈良 ○ 1 31
和歌山 ○ 1 31

中国 ○ ○

鳥取
島根 ○ 7 82 ○ 総合大会
岡山
広島 ○ 2 51 ○ 精神障害者との交流大会
山口 ○ 3 45 ○ 西日本大会、交流大会

四国 ○

香川
徳島
愛媛 40
高知

九州 ○ ○

福岡 ○ 3 75
佐賀
長崎 ○ 5 62 ○ 県内大会
熊本 ○ 1 33 ○
大分 ○ 2 53
宮崎
鹿児島 ○ 1 200
沖縄 ○ 1 25

日本知的障がい者サッカー連盟
〒179-0072東京都練馬区光が丘 2-7-3
Eメール : info@jffid.com

■ 公式WEBサイト
http://jffid.com/
■ 公式 Facebook
https://www.facebook.com/jffid
■ 公式ツイッター
https://twitter.com/jffid_official
■ Youtube 公式チャンネル
https://www.youtube.com/channel/UC8PduiGH3BJl6krDTE-
wb3A

DATA
競技人口 5,634 名
指導者ライセンス制度 なし
審判ライセンス制度 なし
登録制度 なし

18 19サッカーをもっとみんなのものへ



障
がい

者サッカー

05
電
動
車
椅
子

サ
ッ
カ
ー

 ルール
【人 数】4人（男女混合、
ゴールキーパーを含む）
【試合時間】20分ハーフ
【ピッチサイズ】14～18m×25～30m
（主にバスケットコートを使用）
【ゴールサイズ】2本のゴールポストか
らなり 6m（2本のポストの間）
【用 具】
ボール：直径32.5cm
電動車椅子：最高速度 10km/h以下
※ 国内は最高速度6km/h以下

【その他】サッカーと大きく異なるルー
ルは「3パーソン（ペナルティエリアに
ディフェンスが3人以上入ってはいけ
ない）」と「2 on 1（ボールに対して半径
3m以内に各チーム1人しかプレーに関
与してはいけない）」の2 点があります。
 対象者
電動車椅子を操作できる方は、どなた
でもプレーできます。
※ 公式試合に出場するには、5歳以上で要障害者
手帳（日本国内のみ）

【クラス分け】
主に姿勢保持や視野確保、運転技能等
を判断基準とし、国際大会のみ PF1と
PF2に区分される（「FIPFA Classification
Rulebook」による）。
PF1：パフォーマンス全体に影響する
相当重度な身体的障がいを持つ選手
PF2：パフォーマンス全体に影響する
身体障がいは穏やかで中程度ながら、
適格基準を最低限満たしている選手
※ 試合中一度にフィールド上でプレーできる PF2
選手は最大 2名まで

電動車椅子サッカーを知ろう！

電動車椅子サッカーとは、電動車椅子の前にフットガードを取り

付けて行うサッカーです。自立した歩行ができないなど比較的重

度の障害を持った選手が多く、ジョイスティック型のコントロー

ラーを手や顎などで操りプレーします。性別による区分はなく、

男女混合のチームで行います。

国際的な呼称は「Powerchair Football」となっており、スピード

は時速10km以下と定められています。直径約32.5cmのボール

を使用、繊細な操作で繰

り広げられるパスやドリ

ブル、回転シュートなど

華麗かつ迫力あるプレー

が魅力です。

電動車椅子の前にフットガードを
取り付けて行うサッカーです。

電動車椅子
サッカー

　　　電動車椅子サッカー（Powerchair Football：国際的呼称）は、電動車椅子を使用
したサッカー競技で、「足で蹴らないサッカー」です。選手たちの多くは自立した歩行が
できない障がいをもっており、中には上体や首の保持ができないほど重度の障がいを持
つ選手もいます。しかし、残された機能「手・足・口・顎」を使ってジョイスティック
型のコントローラーを巧みに操作し、車椅子と一体となりプレーをします。電動車椅子
の操作ができる方なら、老若男女問わずに誰にでも興奮と満足感を味わうことができる
スポーツです。男性・女性の区分はありませんが、車椅子同士が激しく競い合い、ボー
ルを奪い合う迫力・そして展開の早いゲーム進行と、大変見応えがあります。

特徴
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一般社団法人 日本電動車椅子サッカー協会 
〒107-0062 東京都港区南青山 2-5-17ポーラ青山ビル６F
株式会社ジェイワールドトラベル内
TEL : 03-3402-3600   FAX : 03-3402-9698
Eメール : contact@jewfa.jp

■ 公式WEBサイト
http://www.web-jpfa.jp/ 
■ 公式Facebook
https://www.facebook.com/JPFA.PowerchairFootball/
■  公式ツイッター
https://twitter.com/JPFA_official
■  Youtube公式チャンネル
https://www.youtube.com/channel/UCg8QfVFSooOeZCKk20o_CTg

DATA
競技人口 約 500名
指導者ライセンス制度 あり
審判ライセンス制度 あり 審判員：110名　審判指導員：15名
登録制度 あり 登録者：541名　登録チーム：39チーム

地域 支部 大会 チーム 選手 大会
北海道 北海道 ○ ○ 1 4

東北

青森
岩手
宮城 △
秋田
山形
福島

関東

茨城 ○ 1 6
栃木
群馬
埼玉 ○ ○ 1 8
千葉 ○ ○ 2 11
東京 ○ ○ 5 31
神奈川 ○ ○ 5 31
山梨

北信越

長野 ○ ○ 2 24
新潟
富山
石川 ○ ○ 1 6
福井

東海

静岡 ○ ○ 1 5
愛知 ○ ○ 1 7
三重 ○ 1 5
岐阜 ○ 1 5

関西

滋賀 ○ 1 9
京都 ○ ○ 1 7
大阪 ○ ○ 2 12
兵庫 ○ ○ 3 25
奈良 ○ 2 13
和歌山

中国

鳥取
島根 △
岡山 △ ○
広島 ○ ○ 4 25
山口

四国

香川 ○ 1 5
徳島
愛媛
高知 ○ 1 5

九州

福岡 △
佐賀 ○ △ 1 8
長崎
熊本
大分
宮崎
鹿児島 ○ △ 1 6
沖縄

日本での活動
日本での本格的な活動は、1982年に大阪
市身体障がい者スポーツセンターに勤務し
ていた山下氏（現協会名誉顧問）によって、
カナダなどで行われていたパワーサッカー
をヒントに考案されたのが始まりです。
2017年度には 39チーム･会員 541名（う
ち選手会員 258名）が日本電動車椅子サッ
カー協会に登録し、全国各地域の都道府県
協会に組織化されています。
各地域での独自の大会のほか、電動車椅子
の最高速度6km/hまでとする「日本電動
車椅子サッカー選手権大会」や、最高速度
10km/hまでとする「日本パワーチェアー
フットボール選手権大会」などの大会が毎
年定期的に行なわれています。

国際大会
■ FIPFAワールドカップ
■ FIPFA ASIA PACIFIC OCEANIA ZONE 
Powerchair Football Championship
国際大会参加歴
■ 2007年 第1回 FIPFAワールドカップ東
京大会 4位
■ 2011年 第2回 FIPFAワールドカップフ
ランス大会 5位
■ 2013年 アジア太平洋オセアニア選手権
優勝
■ 2017年 第3回 FIPFAワールドカップフ
ロリダ大会（2017年7月開催）

国内大会
■ 日本電動車椅子サッカー選手権大会
■ 日本パワーチェアーフットボール選手権
大会（新設）

22 23サッカーをもっとみんなのものへ



障
がい

者サッカー

監督
チーム全体を指導
中盤の選手に指示
を出す

ガイド（案内役）
プレーヤーにゴール
の位置と距離や角度
を伝える

転がると音の
出るボール

キーパー
弱視者または晴眼者が行う

サイドラインには
約 1m の高さの
フェンスがある

フィールド
プレイヤー
アイマスクを
着用する

ブラインドサッカー（全盲クラス：B1)
ブラインドサッカーは、アイマスクをつけてボールの音と声のコミュニケーショ
ンで行なう 5人制サッカーです。情報の 8割を得ているという視覚を閉じた状態
でプレーします。ピッチはフットサルコートと同じ大きさで、両サイドライン上
に高さ1mほどのフェンスが並びます。4名のフィールドプレーヤー（FP）、ゴー
ルキーパー（GK）、監督、ガイド（コーラー）の7名で行い、転がると音が出る特
別なボールの使用、ガイドがゴールの後ろにいて位置を教える、ボールを持った
相手に向かって行く時に「ボイ！」と声を出すなど、ルールが工夫されています。

ブラインドサッカーとロービジョンフットサルがあります。
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（視覚障がい）

 ルール
【人 数】5人
【試合時間】20分ハーフ
【ピッチサイズ】40m×20m

 対象者
FP：弱視者（国内大会では大会により
晴眼者も可）

通常の見え方

ロービジョンフットサル（弱視クラス)を知ろう！

ロービジョンフットサル（弱視クラスB2/3)
ロービジョンフットサルは、弱視者が弱視状態のまま、フットサルとほぼ変わら
ないルールでプレーします。4名のフィールドプレーヤー（FP）、ゴールキーパー
（GK）の5人で行い、フィールドプレーヤー 4人のうち最低2名はより見えにくい
B2クラスの選手がいなければなりません。B3クラスの選手は腕章を装着します。
アイマスクは装着せず、ボールも音が出ない通常のフットサルボールを用います。
一般的に「目が悪い」というと視力が弱い状態を想像しますが、見えにくさそれぞ
れが異なり、ぼやけ、欠け、にごりなどの症状があり、さらにそれらが掛け合わ
されて多様な見えにくさがある状態でプレーをします。

 ルール
【人 数】5人
スタッフ2人（監督1人／ガイド1人）
【試合時間】20分ハーフ（プレイング
タイム）
【ピッチサイズ】40m×20m
【その他】
● 目の見える人の協力
・ キーパーは見える人（晴眼者または弱視者）、
フィールドプレーヤー 4人はアイマスクをし
た状態で行います。
・ ゴールの後ろにガイド（案内役）がいて、ゴー
ルの位置（距離、角度）などを伝えます。
・ 「8、45、シュート！」と言っていたら、それ
は（距離）8m、（角度）45度、（今のタイミングで）
シュート！の意味です。

● 音の出るボール
・ ボールは転がすと「シャカシャカ」と音が出
る特殊な構造で、ボールの音とまわりの声を
頼りにしながらゴールを目指します。
・サイドラインには腰の高さのサイドフェンス
があります。
● 「ボイ（Voy）」スペイン語で「行く」
・ディフェンスは、ボールを取りに行く時自分
の位置を知らせるための「ボイ！」という声を
出さなければいけません。

 対象者
FP：全盲
（国内大会では弱
視者、晴眼者も可）
GK：弱視者または晴眼者
【クラス分け】B1：全盲から光覚まで ぼやけた見え方 視野が欠けた見え方 黄色くにごった見え方

ブラインドサッカー（全盲クラス)を知ろう！

GK：弱視者または晴眼者
【クラス分け】

B2：矯正後の診断で、視力0.03まで、
ないし、視野5度まで
B3：矯正後の診断で、視力 0.1まで、
ないし、視野 20度まで
● B2のプレーヤーが2人以上ピッチ上
● B3のプレーヤーは右腕に赤いバンド装着
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特定非営利活動法人 日本ブラインドサッカー協会
〒169-0073東京都新宿区百人町 1-23-7 新宿酒販会館 2F
TEL : 03-6908-8907   FAX : 03-6908-8908
Eメール : info@b-soccer.jp

■ 公式WEBサイト
http://www.b-soccer.jp/
■ 公式 Facebook
https://www.facebook.com/Blind.Football
■ 公式ツイッター
https://twitter.com/jbfa_b_soccer

DATA
競技人口 約 450名
指導者ライセンス制度 あり 指導者：66名　指導者インストラクター：5名
審判ライセンス制度 あり 審判員：33名　審判インストラクター：3名

登録制度 あり 登録チーム
　ブラインドサッカー：19チーム

　　　　　　ロービジョンフットサル：3チーム

地域  支部  大会 支部 チーム 選手 大会
北海道

北日本
リーグ

○ 北海道 1 ○

東北 ○

青森
岩手
宮城 △ 1 ○ 直轄組織ではない
秋田
山形
福島

北信越 ○

長野 △ 1 ○ 直轄組織ではない
新潟 △ 1 ○ 直轄組織ではない
富山
石川
福井

関東
東日本
リーグ ○

茨城 3 ○
栃木
群馬
埼玉 1 ○
千葉
東京 5 ○
神奈川 1

中日本
リーグ

山梨 △ 1 ○ 直轄組織ではない

東海

静岡
岐阜
三重
愛知

関西

西日本
リーグ

○

滋賀
京都
大阪 △ 1 ○ 直轄組織ではない
兵庫 △ 2 ○ 直轄組織ではない
奈良
和歌山

中国 ○

鳥取
島根
岡山 1
広島 1
山口

四国

香川
徳島
愛媛
高知

九州 ○

福岡 △ 2 ○ 直轄組織ではない
佐賀
長崎 △ 直轄組織ではない
熊本
大分
宮崎
鹿児島
沖縄

国際大会
■ ブラインドサッカー世界選手権（４年に１度）
■ ブラインドサッカーアジア選手権（2年に１度）
■ パラリンピック（４年に１度、オリンピック直後）
■ アジアパラ競技大会
■ IBSAワールドゲームズ

国内大会
国内には、全国からチームが集まり頂点
を決める日本選手権の他、4つの地域リー
グ（北日本、東日本、中日本、西日本）と、
地域リーグで勝ち抜いたチームによるク
ラブチーム選手権があります。

ブラインドサッカー（B1）
■ 各地域リーグ（8～12月）

■ 日本選手権（6～7月）

■ クラブチーム選手権（3月）

ロービジョンフットサル（B2/3）
■ 各地域リーグ（8～12月）

■ 日本選手権（時期未定）
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国際大会
■ アジア太平洋ろう者フットサル選手権大会
■ アジア太平洋ろう者サッカー選手権大会
■ アジア太平洋ろう者競技大会
（サッカー、フットサル）
■ 世界ろう者フットサル選手権大会
■ 世界ろう者サッカー選手権大会
■ 夏季デフリンピック（サッカー）

ろう者（デフ）サッカー

「デフ」とは英語で「deaf（聞こえない人、聞こえにくい人）」という
意味で、ろう者（デフ）サッカーとは、聴覚障がい者のサッカーであり、
競技中は補聴器を外すことが義務付けられていることから「音のない
サッカー」の愛称で呼ばれています。ピッチ上ではアイコンタクトや
手話でコミュニケーションを取っています。

ろう者（デフ）サッカー、ろう者（デフ）フットサルがあります。

07
デ
フ
サ
ッ
カ
ーろう者（デフ）サッカー

（聴覚障がい）

 ルール
【人 数】11人
【試合時間】45分
【ピッチサイズ】フルコート
【特 徴】基本は健常者のルールと同じ
です。
1点だけ主審は笛とフラッグ両方使用
します（笛の音が聞こえないため）。
国際試合ではさらに両ゴール裏に１人
ずつ。合計５人のフラッグを持った審
判員が、プレーの停止を多方向から伝
えます。

 対象者
聴覚障がい者
ただし、日本と国際ルールで基準が異
なる。日本は最も軽い 6級で両耳の聴
力レベルが 70dB以上、一側耳の聴力
レベルが 90dB以上、他側耳の聴力レ
ベルが 50dB以上と定められている。
一方、国際ろう者スポーツ委員会は聞
こえが良い方の耳の聴力が 55dB以上
とされている。
【クラス分け】なし

ろう者（デフ）サッカーを知ろう！

 ルール
【人 数】5人
【試合時間】25分ランニングタイムも
しくは 20分プレーイングタイム
【ピッチサイズ】フルコート
【その他】基本は健常者のルールと同
じです。
主審は笛とフラッグ両方使用します
（笛の音が聞こえないため）。

 対象者
聴覚障がい者
ただし、日本と国際ルールで基準が異
なる。日本は最も軽い 6級で両耳の聴
力レベルが 70dB以上、一側耳の聴力
レベルが 90dB以上、他側耳の聴力レ
ベルが 50dB以上と定められている。
一方、国際ろう者スポーツ委員会は聞
こえが良い方の耳の聴力が 55dB以上
とされている。
【クラス分け】なし

ろう者（デフ）フットサルを知ろう！

ろう者（デフ）フットサル

ろう者（デフ）フットサルとは、聴覚障がい者のフットサルであり、
競技中は補聴器を外すことが義務付けられています。ピッチ上で
はアイコンタクトや手話でコミュニケーションを取っています。

国内大会
■ 全国ろうあ者体育大会（サッカー）
■ 全日本ろう者サッカー選手権大会
■ 全日本ろう者フットサル選手権大会
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一般社団法人日本ろう者サッカー協会
〒140-0013東京都品川区南大井 4-6-5
Eメール : jdfa@jdfa.jp

■ 公式WEBサイト
http://jdfa.jp/
■ 公式 Facebook
https://www.facebook.com/jdfa.soccer
■ 公式ツイッター
https://twitter.com/ JDFA_official

DATA
競技人口 約 200名
指導者ライセンス制度 なし
審判ライセンス制度 なし
登録制度 あり 登録者：182名　登録チーム：22チーム

地域  支部  大会 支部 チーム 選手 大会
北海道  ○  北海道 ○ 1 20 ○

東北

東日本 ○

青森
岩手
宮城 1
秋田 1
山形
福島

関東

茨城 1 15
栃木
群馬
埼玉 1 16
千葉 8
東京 ○ 1 26 ○ EJDFAデフリーグ（サッカー/年１回開催）
神奈川 1 22
山梨

北信越

長野
新潟 1 21
富山
石川
福井 1

東海

西日本 ○

静岡 1 10
愛知 1 20
三重
岐阜

関西

滋賀
京都
大阪 1 25 ○ 近畿ろうあ者体育大会
兵庫
奈良
和歌山

中国

九州 ○

鳥取
島根 1
岡山 1
広島 2
山口

四国

香川
徳島
愛媛
高知

九州

福岡 1 18 ○ 私設フットサル杯（2回 /年）
佐賀 1
長崎
熊本 3
大分 2
宮崎 1
鹿児島 2 チームは九州チーム
沖縄 1
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公益財団法人日本障がい者スポーツ協会
〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町 2-13-6
ユニゾ水天宮ビル（旧常和水天宮ビル）3階

［総務部・企画情報部・強化部］［JPC］
TEL : 03-5695-7021     FAX : 03-5641-1213
Eメール : jpc99@jsad.or.jp
［スポーツ推進部］
TEL : 03-5695-5420    FAX : 03-5641-1213
Eメール : touroku127@jsad.or.jp

全国障害者スポーツ大会
主催：文部科学省・（公財）日本障がい者スポーツ
協会・開催地主催者

全国障害者スポーツ大会は、1965年から
身体障がいのある人々を対象に行われて
きた「全国身体障害者スポーツ大会」と、
1992年から知的障がいのある人々を対象
に行われてきた「全国知的障害者スポーツ
大会」を統合した大会として、2001年か
ら国民体育大会終了後に、同じ開催地で行
われています。大会の目的は、パラリンピッ
クなどの競技スポーツとは異なり、障がい
のある人々の社会参加の推進や、国民の障
がいのある人々に対する理解を深めること
にあります。 
サッカーに関しては、知的障がい者サッ
カーが種目となっています。最近のオープ
ン競技としては以下の実績があります。
■ 2012年　岐阜　CP
■ 2013年　東京　精神
■ 2017年　愛媛　CP

公益財団法人
日本障がい者スポーツ協会
昭和39年の東京パラリンピックを契機に、
わが国の身体障がい者スポーツの普及・振
興を図る統括組織として設立されました。
平成10年の長野冬季パラリンピックを契
機に、身体、知的、精神の三障がいすべて
のスポーツ振興を統括する組織として、「日
本障がい者スポーツ協会」に改称、内部に
日本パラリンピック委員会を設置し、選手
の育成・強化および障がい者スポーツ指導
員の養成事業を行っています。

その他の情報
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公益財団法人 日本サッカー協会

　

公益財団法人 日本サッカー協会 グラスルーツ推進部

一般社団法人 日本障がい者サッカー連盟

特定非営利活動法人 日本アンプティサッカー協会

一般社団法人 日本CPサッカー協会

特定非営利活動法人 日本ソーシャルフットボール協会

日本知的障がい者サッカー連盟

一般社団法人 日本電動車椅子サッカー協会

特定非営利活動法人 日本ブラインドサッカー協会

一般社団法人 日本ろう者サッカー協会

公益財団法人 日本障がい者スポーツ協会

ピーチ アンド ダムズン

● 本紙掲載のレポート、写真、図表などの無断転載を禁じます。
● 発行日：2017年12月
※掲載しているデータは 2017年現在のものです。　

発　行

編　集

制作協力

編集協力・写真提供



知的障がい者
サッカー

ろう者（デフ）
サッカー
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アンプティ
サッカー

CPサッカー

ソーシャル
フットボール

電動車椅子
サッカー

公益財団法人日本サッカー協会
グラスルーツ推進部
〒113-8311東京都文京区サッカー通り JFAハウス
TEL.050-2018-1990（代表）
http://www.jfa.jp/

一般社団法人 日本障がい者サッカー連盟
〒113-8311東京都文京区サッカー通り JFAハウス
TEL.03-3818-2030
http://www.jiff.football
●障がい者サッカーに関する相談窓口
03-3818-2031（平日13：00～17：00）


